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★５★５★５★５　　　　脳卒中関連脳卒中関連脳卒中関連脳卒中関連

（（（（１１１１））））急性期患者受入急性期患者受入急性期患者受入急性期患者受入れ・・れ・・れ・・れ・・

（（（（脳梗塞脳梗塞脳梗塞脳梗塞（（（（TIATIATIATIA（（（（一過性虚血発作一過性虚血発作一過性虚血発作一過性虚血発作））））をををを除除除除くくくく）、）、）、）、脳出血脳出血脳出血脳出血、、、、くもくもくもくも膜下出血膜下出血膜下出血膜下出血をををを発症発症発症発症してしてしてして概概概概ね２ね２ね２ね２週間以内週間以内週間以内週間以内のののの患者患者患者患者でででで治療治療治療治療がががが必要必要必要必要なななな状態状態状態状態））））

①「ｔ－PA」の使用（発症後３時間以内の脳卒中急性期の患者への使用）・・・・・

②【脳卒中】急性期のリハビリテーションの実施・・・・・・・・・・・・・・・・

ア　実施内容を下記に記入してください。

（例：座位訓練、失語症訓練、口腔ケア等）

　

イ　脳卒中急性期リハビリテーションのうち摂食・嚥下障害への対応・・・・・・・・・・・

③【脳卒中急性期】救急患者の受入体制　２４時間受入可能・・・・・・・・・・・

④【脳卒中急性期】救急患者の受入体制　２４時間受入可能以外・・・・・・・・・

受入可能な曜日、時間帯を記入してください。

⑤【脳卒中急性期】脳外科的処置　必要時、自院で迅速な対応が可能・・・・・・・

⑥【脳卒中急性期】脳外科的処置　連携病院にて迅速な対応が可能・・・・・・・・

連携病院名を記入してください。

⑦【脳卒中急性期】救急の専門部門の設置（救急部・救急診療科・救急救命センター等）

名称を記入してください。

⑧【脳卒中急性期】救急専門医の勤務体制

日本救急医学会専門医（総数）　

⑨【脳卒中急性期】脳卒中治療専門医の勤務体制（複数の専門医の資格で従事する場合は、それぞれに記入してください。）

日本脳卒中学会専門医（総数）　

日本脳卒中学会専門医（常勤）　

日本神経学会専門医（総数）　

日本神経学会専門医（常勤）　

日本脳卒中学会の承認するt-PA使用のための講

習会受講者（常勤）

人05 日本脳神経外科学会専門医（総数） 人 10

人

04 人 09

日本脳卒中学会の承認するt-PA使用のための講

習会受講者（総数）

人

人

03 人 08 日本脳神経血管内治療学会専門医（常勤）

人

02 人 07 日本脳神経血管内治療学会専門医（総数）

01 人 06 日本脳神経外科学会専門医（常勤）

02 日本救急医学会専門医（常勤）

該当

人

項目名 該当 項目名 該当

01 人

項目名 該当 項目名

★★★★

★★★★

【東京都医療機能情報調査票（脳卒中急性期患者受入れ部分抜粋）】

★★★★

脳卒中患者の受入れが可能な場合は、急性期、回復期、維持期の状態別に、該当する項目に「○」を記入又

は数字を記入してください。

←←←←注意注意注意注意！！！！ここにここにここにここに「「「「○○○○」」」」をつけないとをつけないとをつけないとをつけないと、、、、下記項目下記項目下記項目下記項目のののの記入記入記入記入があってもがあってもがあってもがあっても無効無効無効無効

　　　　　　　　　　　　　　　　となるのでとなるのでとなるのでとなるので、、、、ごごごご注意注意注意注意くださいくださいくださいください。。。。
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